
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   
 
 

 

 
 

 

旧
制
土
浦
中
学
か
ら
新
制
土
浦
一
高
へ 

  
 

1947

［
昭
和
22

］
年
４
月
、
新
制
小
・
中
学
校

が
発
足
し
、
６･

３･

３･

４
制
教
育
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
旧
制
中
等
学
校
に
在

籍
す
る
学
齢(

義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
適
切
と

さ
れ
る
年
齢)

生
徒
の
新
制
高
校
へ
の
入
学
の

た
め
の
措
置
と
し
て
、
同
年
４
月
か
ら
の
２
年

間
は
、
旧
制
中
等
学
校
に
新
制
の
併
設
中
学
校

が
設
置
さ
れ
、
旧
制
中
等
学
校
の
新
入
生
募
集

は
停
止
さ
れ
ま
し
た(

新
入
生
は
新
制
中
学
に
入

学
し
た)

。
同
年
度
に
旧
制
中
等
学
校
２
年
生
と

な
る
在
籍
者(

1946

年
度
入
学
生)

は
併
設
中
学
２

年
生
に
、
３
年
生
と
な
る
在
籍
者(

1945

年
度
入
学

生)

は
併
設
中
学
３
年
生
と
な
り
ま
し
た
。
1944

年

度
入
学
生
は
旧
制
中
学
４
年
生
に
、
1943

年
度
入

学
生
は
旧
制
中
学
５
年
生
に
、
そ
れ
ぞ
れ
進
級

し
ま
し
た
。 

 

翌
1948

年
４
月
、
新
制
土
浦
一
高
が
発
足
し
、

旧
制
中
５
年
を
修
了
し
た
者(

中
48

回)

の
希
望

者
が
高
校
３
年
生(

高
１
回)

に
、
旧
制
中
４
年

修
了
の
希
望
者
が
高
校
２
年
生(

高
２
回
。
希
望

し
な
か
っ
た
者
は
旧
制
中
５
年
生
に
進
級
。
中
49

回)

に
、
併
設
中
３
年
卒
の
希
望
者
が
高
校
１
年
生

(

高
３
回)

と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
定
時
制
・

通
信
制
も
発
足
し
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
生
を
迎
え

ま
し
た
。 
 

1949

年
４
月
に
は
、
1946

年
度
に
入
学
し
、
旧
制

中
１
年
の
後
、
併
設
中
２
・
３
年
を
修
了
し
た

者
の
希
望
者
が
一
高
に
入
学
し(

高
４
回)
、
併

設
中
学
は
そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。 

 

1950

年
３
月
、
新
制
高
校
初
の
入
試
が
行
わ
れ
、

４
月
に
は
土
浦
一
高
で
も
新
制
中
学
か
ら
の

新
入
生(

高
５
回)

を
迎
え
ま
し
た
。
入
学
以
来

４
年
間
、
最
下
級
生
と
し
て
の
地
位
に
甘
ん
じ

て
き
た
２
年
生(

高
４
回)

は
、
先
輩
と
し
て
、

土
浦
中
学
伝
統
の
特
権(

鉄
拳)

が
振
る
え
る

と
、
手
ぐ
す
ね
引
い
て
待
ち
構
え
て
い
ま
し
た

が
、
民
主
主
義
教
育
の
申
し
子
と
も
言
う
べ
き

１
年
生
や
、
民
主
主
義
教
育
の
実
現
を
目
指
す

べ
く
豹
変
し
た(

少
な
く
と
も
２
・
３
年
生
か
ら
は

そ
う
見
え
た)

先
生
方
を
前
に
、
為
す
術
も
な
く
、

歯
ぎ
し
り
を
す
る
思
い
で
し
た
。 

 
 

戦
後
初
の
筑
波
登
山 

 
 

 
 

 
 

 

戦
後
初
の
筑
波
登
山
は
、
1950

年
５
月
23

日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
真

鍋
駅
～
筑
波
駅
間
は
常
総
筑
波
鉄
道
筑
波
線

を
利
用
し
、
筑
波
駅
か
ら
山
頂
ま
で
は
、
徒
歩

で
往
復
し
ま
し
た(

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
戦
時
金

属
供
出
の
た
め
撤
去
さ
れ
て
い
た
。
営
業
再
開

は
1954

年
11

月
３
日)

。 
 

こ
の
時
、
生
物
部
は
、
学
校
か
ら
特
別
に
許

可
を
得
て
、
白
滝
方
面
で
植
物
・
昆
虫
採
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
当
時
、
生
物
部
長
で
あ
っ
た

枝
重
夫(

高
３
回)

は
、
こ
の
筑
波
採
集
登
山
に

つ
い
て
の
英
文
日
記
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
生
物
部
の
採
集
活
動
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
。 

 
｢

1950

年
５
月
23

日
、
土
浦
一
高
全
校
筑
波
登

山
。
五
月
の
空
は
青
く
澄
み
渡
り
、
山
の
木
々

は
新
緑
に
輝
い
て
い
る
。
10

時
30

分
、
我
々
生

物
部
員
は
、
山
頂
を
目
指
す
一
高
生
と
は
別
に
、

白
滝
方
面
に
向
か
う
。
採
集
の
た
め
の
時
間
が

約
３
時
間
し
か
確
保
で
き
な
い
の
で
、
植
物
や

昆
虫
の
種
が
数
多
く
見
ら
れ
る
白
滝
付
近
で

採
集
を
行
う
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
部
員
は

植
物
採
集
だ
が
、
私
は
蝶
類
採
集
で
あ
る
。
後

輩
部
員
一
名
と
櫟
【
ク
ヌ
ギ
】
の
茂
み
の
中
に

入
り
込
む
。
そ
こ
は
蝶
の
巣
で
あ
っ
た
。
キ
マ

ダ
ラ
ヒ
カ
ゲ
、
ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ
、
ヒ

カ
ゲ
チ
ョ
ウ
等
々
、
い
ず
れ
も
よ
く
見
ら
れ
る

蝶
で
あ
る
。
す
る
と
突
然
、
黒
い
蝶
が
目
に
入

っ
た
。
オ
ナ
ガ
ア
ゲ
ハ
で
あ
る
。
葉
の
上
に
止

ま
っ
て
い
る
。
ま
だ
捕
ま
え
た
こ
と
が
な
い
。

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
そ
っ
と
近
づ
い
た
が
、
蝶

は
飛
び
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
急
い
で
後
を
追
い

か
け
た
が
、
見
失
う
。
残
念
至
極
で
あ
る
。
我
々

二
人
は
12

時
30

分
に
白
滝
に
着
い
た
。数
人
の

部
員
が
植
物
採
集
中
で
あ
っ
た
。
大
き
な
松
が

そ
び
え
立
ち
、
清
冽
な
水
が
流
れ
落
ち
て
い
る
。

渇
い
た
喉
を
潤
す
。
こ
こ
で
以
前
、
日
本
で
最

も
美
し
い
蝶
の
一
つ
と
さ
れ
る
カ
ラ
ス
ア
ゲ

ハ
を
捕
ま
え
た
こ
と
が
あ
る
。
午
後
１
時
30

分
、

我
々
部
員
一
同
は
筑
波
山
神
社
前
に
集
合
し
、

筑
波
駅
へ
と
下
山
し
た
。｣ 

 
 

昆
虫
採
集 

 

枝
重
夫
は
、
土
浦
中
学
、
土
浦
一
高
で
の
昆

虫
採
集
や
生
物
部
で
の
活
動
を
、『
進
修
百
年
』

（
1997

［
平
成
９
］
年
11
月
発
行
）
に
、｢

高
校
時
代

の
ク
ラ
ブ
活
動
と
現
在
の
私
の
趣
味｣

と
題
し

て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 
｢

…
…
私
は
一
九
四
五(

昭
和
二
十)

年
つ
ま

り
終
戦
の
年
に
旧
制
の
土
浦
中
学
校
に
入
学

し
た
。
本
校
は
戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
新

制
の
土
浦
第
一
高
等
学
校
に
移
行
し
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
も
ち
あ
が
り(

無
試
験)

進
学
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
だ
か
ら
同
じ
校
舎
で
六
年
間

勉
強
し
た
わ
け
で
あ
る
。
高
校
進
学
の
た
め
の

受
験
戦
争
は
な
か
っ
た
た
め
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
も
か
な
り
余
裕
を
も
っ
て
行
え
た
と
思
う
。 

 

さ
て
【
旧
制
土
浦
】
中
学
二
年
の
夏
休
み
の

宿
題
と
し
て
昆
虫
採
集
が
出
さ
れ
た
。
生
来
も

の
を
集
め
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、
蝶
を

採
集
す
る
の
に
夢
中
に
な
っ
た
。
真
壁
町
の
自

宅
付
近
か
ら
始
め
て
次
第
に
行
動
範
囲
を
拡

げ
筑
波
山
に
ま
で
足
を
伸
ば
す
よ
う
に
な
っ

た
。【
併
設
】
中
学
三
年
に
な
っ
て
も
蝶
の
採
集

を
続
け
た
。
終
戦
直
後
で
遊
ぶ
場
所
も
道
具
も

な
い
時
期
だ
っ
た
の
で
昆
虫
採
集
に
集
中
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
も
成
り
立

つ
。
高
校
一
年
の
夏
休
み
も
昆
虫
採
集
が
宿
題

だ
っ
た
の
で
私
の
蝶
の
採
集
は
い
よ
い
よ
本

格
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
筑
波
山
と
い
う
好
採

集
地
が
あ
る
の
も
都
合
が
よ
く
、
一
種
ま
た
一

種
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
増
え
て
い
く
の
が
嬉

し
か
っ
た
。
ま
た
生
物
の
上
田(

後
に
小
島
と

改
姓)

正
二
先
生
【
作
業
・
農
業 

在
職
1945

年
～
1949

年
】

の
指
導
も
よ
か
っ
た
。 

 

高
校
二
年
の
時
に
は
美
術
部
に
入
っ
て
小

林
恒
吉
君
ら
と
共
に
も
っ
ぱ
ら
絵
を
描
い
て

い
た
。
一
九
五
〇
年
一
月
十
五
日
か
ら
十
八
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
県
南
高
校
美
術
展
に
奨
励 

賞
を
受
賞
し
た
の
は
そ
の
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
る
。

…
… 

第１８０号

号号 

号 
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号 
土浦一高の筑波登山と生物部 

 土浦一高は 1948［昭和 23］年４月に誕生しました。1950 年には、
新制中学からの新入生を迎え。５月には戦争により途絶えていた筑波

登山が再開されました。今号では土浦一高の筑波登山と生物部の活動
を記していきます。 

なお、引用文中の【   】は筆者による注記です。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2024（令和６）年７月９日   

茨城県立土浦第一高等学校 

進修同窓会旧本館活用委員会

ＨＰhttp://www.sin-syu.jp/ 
 

2024（令和６）年６月１８日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

白
滝
で
沢
ガ
ニ
取
り
を
す
る
家
族
（
2014
年
７
月
） 



  

 

 
高
校
三
年
に
な
り
、
私
は
父
の
職
業
で
あ
る

歯
科
医
の
道
に
進
む
た
め
、
ク
ラ
ブ
も
生
物
部

に
復
帰
す
る
こ
と
に
し
、
部
長
に
就
任
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
は
『
【
復

刊
】
進
修
第
三
号
』
四
十
五
～
四
十
七
頁(

一

九
五
一
年)

に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、

そ
の
要
旨
を
こ
こ
に
記
録
し
て
お
き
た
い
。 

四
月
二
十
二
日 

 
 

春
期
筑
波
山
採
集
会 
生
物
部
へ
の
新
入

部
員
歓
迎
会(

兼
川
崎
次
男
先
生
【
理
科 

在 

職
1949

年
～
1950

年
】
送
別
会)

。 

五
月
二
十
三
日 

 

土
浦
一
高
全
員
の
筑
波
登
山 
生
物
部
は

許
可
の
も
と
に
特
別
行
動
を
と
り
、
白
滝
方

面
へ
植
物
・
昆
虫
採
集
を
行
っ
た
。【
『
進
修

百
年
』
に
は
、
こ
の
日
の
枝
の
英
文
日
記
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
】 

六
月
十
五
日 

 

衛
生
試
験
所
見
学 

七
月
二
十
二
日
～
二
十
六
日 

 

房
総
半
島
南
端
へ
海
藻
・
貝
・
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
な
ど
の
採
集
旅
行 

八
月
八
日 

 

夏
期
筑
波
山
採
集
会 

十
月
一
日 

 

水
戸
一
高
で
開
か
れ
た
第
三
回
茨
城
県
高

等
学
校
生
物
研
究
発
表
会
で
発
表 

 

枝 

重
夫
：
筑
波
山
付
近
に
お
け
る
蝶
の 

 
 

活
動
季
節 

 

平
島
恵
一
：
筑
波
山
の
シ
ダ
植
物
に
つ
い
て 

 

井
川
洋
二
：
霞
ヶ
浦
及
び
桜
川
の
プ
ラ
ン
ク 

 
 
 
 
 

ト
ン 

十
月
十
九
日 

 
 

第
三
回
土
浦
一
高
文
化
祭
に
お
け
る
生
物

部
発
表
会 

 

上
田 

実
：
霞
ヶ
浦
及
び
桜
川
の
プ
ラ
ン
ク 

 
 
 
 
 

ト
ン 

 
 

鯨
井
一
江
：
ク
ロ
ー
バ
ー
の
変
異 

 
 

枝 

重
夫
：
筑
波
山
の
蝶
類 

十
月
二
十
四
日 

 

上
野
科
学
博
物
館
・
上
野
動
物
園
・
小
石
川

植
物
園
見
学 

十
一
月
十
九
日 

 

土
浦
一
高
生
物
部
主
催
の
第
一
回
県
南
高

校
生
物
研
究
発
表
会
が
土
浦
一
高
で
行
わ

れ
次
の
よ
う
な
発
表
が
あ
っ
た
。 

一
、
筑
波
山
の
シ
ダ
植
物 

 
 
 
 

土
浦
一
高 

平
島
恵
一 

二
、
霞
ヶ
浦
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン 

 
 

 
 

土
浦
市
【
立
】
高
【
現
土
浦
三
高
】 

 
 
 
 

藤
井
正
邦 

三
、
筑
波
山
の
蝶
類 

 
 
 
 
 
 

土
浦
一
高 

 

枝 

重
夫 

四
、
桜
川
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン 

 
 
 
 
 

土
浦
一
高 

井
川
洋
二 

五
、
龍
神
山
の
植
物
分
布 

 
 
 
 

石
岡
二
高 

生
物
部
員 

六
、
伝
書
鳩
の
習
性 

 
 

 
 

土
浦
一
高 

枝 

重
夫 

以
上 

  
…
…
さ
ら
に
個
人
的
活
動
と
し
て
七
月
十

九
日
に
筑
波
山
で
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
と
い
う
茨

城
県
で
は
珍
し
い
蝶
を
採
集
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
こ
で
九
月
に
発
行
さ
れ
た｢

土
浦
一

高
新
聞｣
第
三
号
に
発
表
し
た
。
…
… 

 

私
は
一
九
五
一
年
三
月
に
土
浦
第
一
高
等

学
校
を
第
三
期
生
と
し
て
卒
業
す
る
と
東
京

歯
科
大
学
に
進
学
し
た
。
上
京
し
て
昆
虫
同
好

者
の
集
ま
り
に
顔
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
、
私

の
高
校
ま
で
の
蝶
の
研
究
が
幼
稚
で
ま
さ
に 

〞
井
の
中
の
蛙
”
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、

厳
し
い
歯
科
医
学
の
勉
強
の
余
暇
に
蝶
を
や

る
に
は
無
理
が
あ
る
と
思
っ
た
。
そ
ん
な
時
に

上
野
の
科
学
博
物
館
で
偶
然
ト
ン
ボ
の
世
界

的
権
威
者
で
あ
る
朝
比
奈
正
二
郎
先
生
に
お

会
い
し
て
、｢

ト
ン
ボ
の
研
究
を
や
っ
て
み
な

い
か｣

と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
蝶
に
関
す
る

論
文
等
は
膨
大
で
あ
る
が
、
ト
ン
ボ
な
ら
研
究

者
も
少
な
い
し
文
献
等
も
自
分
で
何
と
か
揃

え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
考
え
ら
れ
た
の
で
、

趣
味
と
し
て
の
研
究
対
象
を
ト
ン
ボ
に
絞
る

こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
の
め
り
込
ん
で

い
っ
た
。
朝
比
奈
先
生
を
国
立
予
防
衛
生
研
究

所
や
お
宅
に
訪
ね
て
教
示
願
う
こ
と
も
多
く

な
っ
た
。 

 

一
九
五
七
年
秋
、
私
が
東
京
歯
科
大
学
六
年

の
時
に
日
本
蜻
蛉(

と
ん
ぼ)

同
好
会
の
設
立

総
会
が
上
野
の
科
学
博
物
館
で

開
か
れ
た
。
会
長
に
朝
比
奈
正

二
郎
博
士(

国
立
予
防
衛
生
研

究
所
衛
生
昆
虫
部
長)

、
幹
事
に

安
藤
裕
博
士(

東
京
教
育
大
学

教
授)

と
私
が
選
ば
れ
、
三
人
で

会
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
か
ら
三
十
九
年
が
経

過
し
、
現
在
で
は
会
も
日
本
蜻

蛉
学
会
【
現
在
は
日
本
ト
ン
ボ
学
会

と
改
称
】
に
昇
格
し
、
会
員
も
三

百
五
十
人(

外
国
人
四
十
人
を

含
む)

に
な
っ
た
。
朝
比
奈
会
長

は
変
わ
ら
な
い
が
、
私
は
事
務

局
長
兼
編
集
主
任
【
後
に
会
長
も

務
め
た
】
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。 

 

高
校
三
年
の
夏
休
み
に
、
担

任
の
荒
川
潤
先
生
【
社
会 

在
職

1948

年
～
1951

年
】
が
私
の
家
に
受
験

勉
強
の
陣
中
見
舞
に
見
え
た
時

『
歯
科
大
学
に
進
学
し
て
も
昆

虫
の
研
究
を
続
け
た
ら
』
と
励

【
す
す
】
め
ら
れ
た
の
を
今
で
も

憶
え
て
い
る
が
、
〞
継
続
は
力

な
り
”
と
い
う
言
葉
を
実
感
し

て
い
る
。 

  

そ
の
後
の
筑
波
登
山 

 
 

 
 

 

筑
波
登
山
は
1953

年
の
３
年
生

の
そ
れ
を
最
後
に
行
わ
れ
な
く

な
り
、
そ
の
後
は
、
観
光
バ
ス

に
よ
る
日
帰
り
遠
足
が
1971

［
昭

46

］
年
ま
で
実
施
さ
れ
、
翌
年

か
ら
は
、
春
に
「
土
水
交
換
会

(

水
戸
一
高
と
の
全
校
挙
げ
て
の
定

期
戦)

」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
も
、

国
公
立
共
通
一
次
試
験
の
開
始

に
よ
り
、
1977

［
昭
和
52

］
年
の

開
催
が
最
後
と
な
り
、
1978

年
か

ら
は
、
６
月
に｢

一
高
祭｣
が
開

か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 

筑波山白滝で採集したモンキアゲハ ♂ 

（1950年 7月 19日） 

土浦一高新聞 第３号 （1950年 9月） 

 
(

高
21

回 

松
井
泰
寿) 

 


